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市
内
の
消
防
団
は
消
防
団
本
部
と
18
個
分

団
。
大
規
模
災
害
や
火
災
な
ど
が
発
生
す
る
と

自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
出
動
。
台
風
な
ど
、

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
徹
夜
で
待
機
、
パ

ト
ロ
ー
ル
も
行
う
。

　
従
事
す
る
２
５
５
人
は
普
段
別
の
職
業
に
就

い
て
お
り
、
女
性
消
防
団
員
も
10
人
い
る
。

　
彼
ら
は
月
に
２
日
、
計
画
的
に
器
具
の
点

検
、
夜
警
、
訓
練
を
行
う
。

（
公
財
）千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
の

消
防
操
法
大
会
に
出
場
！

２
つ
の
消
防
団
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

　

操
法
大
会
は
火
災
消
火
を
想
定
し
た
、
火

点
（
火
元
）
へ
の
放
水
準
備
や
撤
収
手
順
を

演
じ
る
。
出
場
す
る
４
～
５
名
の
選
手
は
、

こ
の
手
順
の
正
確
な
操
作
や
一
連
の
動
作
の

ス
ピ
ー
ド
、
足
並
み
の
美
し
さ
、
全
体
の
見

栄
え
な
ど
の
得
点
と
タ
イ
ム
を
競
う
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
本
当
の
火
災
現
場
の
動
き
に
直

結
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
は
大
会
の
み
な
ら

ず
日
々
の
訓
練
を
欠
か
さ
な
い
。

　

印
旛
支
部
の
大
会
に
は
、
２
年
に
一
度
行

わ
れ
る
市
の
大
会
上
位
の
チ
ー
ム
が
出
場
す

る
。
今
年
度
は
第
４
分
団
と
第
17
分
団
だ
。

６
月
28
日
㈰
に
行
わ
れ
た
、
強
豪
が
ひ
し
め

く
印
旛
支
部
代
表
の
座
を
懸
け
た
大
会
ま
で

の
練
習
に
密
着
し
た
。

特集

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
消
防
団
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　質実剛健が似合う高橋分団長は入団して15年。今年の４月から分団長に就任した。
　自分が住んでいるまちをよくしたい、守りたい。その一心で消防団で活動している。
　28日の操法大会では自ら指揮者を務める。平時でも不備がないよう、各自の持ち場における器具点検の指
示には余念が無い。
　過去に柔道で鍛えた鋼の肉体から発せられる野太い声は、言葉を発したその瞬間から空気を緊張させる。
訓練が終了すると強面な雰囲気とは裏腹に、笑顔で快く話してくれた。
　「第４分団は他の分団と比べて平均年齢は比較的高いのかもしれません。規律と節度を重視して訓練して
います。実際の火災現場での動きに通じているので厳しく感じるかもしれませんが、若い世代の人でも気軽
に楽しめる雰囲気だと思います」。自分に厳しく、人に優しい一面を覗かせた。

　本番では今までのベストタイムで入賞！を目標として指導し
ました。途中で番員を入れ替えたことにより動きが一致しない

こともありましたが、減点ポイントをしっかり認識してもらえるようコミュニケー
ションを図るようにしました。動きも大事でしたが、選手の中には自分よりも年齢
が上の人もいらっしゃったので、体の状態や怪我を非常に心配しました。
　大会では入賞こそ逃しましたが、限られた練習の中で存分に力を発揮し、本
当に頑張ったと思います。100点満点です！

　惜しくも入賞を逃しましたが、
次回出場結果に乞うご期待！

高
た か

橋
は し

  徹
とおる

 分団長

３か月の指導を通して
4分団訓練指導統括者
中村  裕 消防司令補

１番員　成田幸三郎 ２番員　花島裕治 ３番員　橋本悌司　 ４番員　有賀博司　

印旛支部大会結果

一
騎
当
千　
第
4
分
団

　

13
人
が
所
属
す
る
第
4
分
団
は
印
旛
支
部

大
会
で
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
出
場
す
る
。

ポ
ン
プ
車
の
乗
車
か
ら
降
車
、
放
水
に
至
る

ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
、
圧
力
の
操
作
ま
で
採
点

対
象
と
な
る
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
違

う
の
は
、
ホ
ー
ス
を
２
線
延
長
し
て
火
点
標

識
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

放
水
圧
は
規
定
の
数
値
を
上
回
る
と
減
点

と
な
り
、
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
や
他
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
操
作
を
行
う
。
気
を
緩
め

る
と
一
瞬
に
し
て
圧
が
高
ま
り
、
規
定
値
を

超
え
る
。
指
先
の
繊
細
な
感
覚
と
練
習
の
経

験
値
が
物
を
言
う
。
し
か
し
、
実
際
に
放
水

を
行
え
る
練
習
は
回
数
に
限
り
が
あ
る
。
4

番
員
の
有
賀
氏
は
頭
の
中
で
懸
命
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

見
事
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

　

第
４
分
団
員
の
中
に
は
地
方
に
出
向
い
て

仕
事
を
し
た
り
、
都
内
に
勤
務
す
る
な
ど
多

忙
を
極
め
る
人
が
多
く
、
21
時
過
ぎ
か
ら
始

ま
る
練
習
に
も
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
と
に
か
く
一
つ
一
つ
を
確

実
に
行
っ
た
。
事
情
を
知
る
隣
接
の
第
2
分

団
や
第
18
分
団
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が
練
習
中

に
激
励
に
来
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。
み
ん

な
応
援
し
て
い
る
。

　

出
場
選
手
全
員
が
揃
わ
な
い
中
で
、
中
村

指
導
員
や
消
防
職
員
な
ど
は
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
た
的
確
な
指
導
を
行
い
、
常
に
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
た
。
み
る
み
る
う
ち
に
息
を
合

わ
せ
、
動
き
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
。
一
人
一
人
の

士
気
が
高
い
の
と
同
時
に
、
お
互
い
心
が
通

い
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

第

分団
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　入団して13年、今年の４月から分団長に就任。結婚し
て四街道に来た。地域の横の繋がりや仲間づくりを形成
する過程で消防団に誘われた。
　自身の記憶に焼き付いているのは、つい最近吉岡で発生した火災現場。自動車や建物を巻き込む規模の大きい火災
であった。17分団の管轄は鹿放ヶ丘など市域最北。実際に火災が起きた吉岡地区は市の南に位置する。平日にも関わ
らず16人中10人が集まり、市の端から端まで移動し、消火活動にあたった。実際の活動は長時間に渡ったことから、
交代しながら放水作業を行った。気心が知れた仲間の重要さが身に染みた瞬間だった。
　消防団の活動に賛同してもらえるよう「地域をみんなで守ろうとする一致団結した気持ちを大切にしています」と
熱く語った。

　指導員としては3回目ということもあり、印旛支部の大会で上位
に入り、県大会に出場を目標としました。

　選手も一生懸命練習するものの、想像どおりの動きにならず、指導員と選手の齟齬が
生じて悩むこともありました。しかし練習を重ねるにつれ、17分団の皆さんの著しい成
長を感じました。大会直前にはバラバラだった一人一人が一つにまとまり、すべての面
で一体感が出たように思います。
　大会では見事に敢闘賞、素晴らしい結果でした。おめでとうございます！

敢闘賞（４位）
※�３位とは0.5ポイントの僅差。
しかし、17分団では新記録を
達成しました！

中
な か

村
む ら

 力
ちから

分団長

３か月の指導を通して
17分団訓練指導統括者
関  知晴 消防司令補

指揮者　鈴木龍彦 １番員　稲坂敏幸 ２番員　藤森拓郎 ３番員　渡邉亜起雄

印旛支部大会結果

一
致
団
結　
第
17
分
団

　

16
人
が
所
属
す
る
第
17
分
団
は
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
出
場
す
る
。
練
習
は
月

曜
・
水
曜
・
金
曜
の
週
3
回
、
19
時
30
分
か

ら
始
ま
る
。
鹿
放
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

裏
に
あ
る
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
本
番
を
想

定
し
た
練
習
場
所
に
は
う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
。

　

大
会
約
３
か
月
前
か
ら
強
化
練
習
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
ホ
ー
ス
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
が
重
さ
は
約
7
㎏
。
肩
に

か
つ
い
で
50
メ
ー
ト
ル
を
全
力
疾
走
。
ホ
ー

ス
が
暴
れ
る
ほ
ど
に
圧
力
が
掛
か
る
放
水
作

業
は
成
人
男
性
で
も
一
苦
労
。
火
点
標
識
を

倒
す
ま
で
に
基
準
タ
イ
ム
の
45
秒
を
超
え
て

し
ま
う
と
減
点
対
象
。
一
夜
の
練
習
で
幾
度

と
な
く
繰
り
返
す
。
練
習
期
間
が
2
か
月
を

超
え
た
あ
た
り
で
疲
労
が
蓄
積
し
、
思
う
よ

う
に
体
が
動
か
な
い
。
体
力
を
大
幅
に
消
耗

し
た
と
き
は
他
の
団
員
が
率
先
し
て
交
代
す

る
。
大
会
ま
で
1
週
間
に
迫
る
と
、
心
の
中

の
焦
り
や
不
安
が
募
る
。
関
指
導
員
に
も
イ

ヤ
と
い
う
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
た
。
関
指
導
員

の
冷
静
な
指
導
の
も
と
、
や
が
て
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
、
想
像
通
り
の
動
き
で
終
え
る

と
全
員
が
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。
全
て

が
一
つ
に
な
っ
た
。

第

分団
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自
分
の
住
む
ま
ち
、
自
分
で
守
る

　

昭
和
30
年
に
四
街
道
町
消
防
団
が
結
成
。

地
域
に
密
着
し
た
消
防
活
動
を
展
開
し
て
今

年
で
60
年
。
一
年
の
中
で
行
う
通
常
の
訓
練

以
外
に
機
関
員
訓
練
や
救
助
訓
練
、
消
防
職

員
と
同
様
の
訓
練
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

彼
ら
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
守
る

た
め
に
警
戒
活
動
な
ど
を
行
い「
地
域
の
輪
」

を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
地
元
の
こ
と
は
他

の
誰
よ
り
も
詳
し
い
。

　

大
災
害
の
発
生
時
で
大
切
な
こ
と
は
、
地

域
の
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」。

大
量
の
人
員
を
動
員
し
て
消
防
や
救
助
活
動

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
か
ら
頼
り
に

さ
れ
る
消
防
団
。
地
元
に
根
付
く
消
防
団
員

が
地
域
防
災
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
予
期
せ
ぬ

災
害
に
対
応
す
る
効
果
的
な
手
段
と
言
え
る
。

地
元
が
大
好
き

あ
な
た
が
必
要
な
ん
で
す
！

　

火
災
を
含
め
た
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
消
防
団

員
数
は
決
し
て
多
く
な
い
の
で
す
。
地
域
で

お
互
い
協
力
し
合
い
、
防
災
力
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
男
性
女
性
を
問
わ
ず
、「
地

元
を
愛
す
る
」
あ
な
た
の
「
力
」
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

　

細
や
か
な
気
遣
い
の
で
き
る
女
性
消
防
団

員
も
活
躍
す
る
四
街
道
市
、「
愛
す
る
地
元

を
守
り
た
い
」「
我
こ
そ
は
地
域
に
根
ざ
す

究
極
の
ヒ
ー
ロ
ー
」と
思
う
人
は
、消
防
本
部

総
務
課
☎
４
２
２
‐
２
４
７
５
ま
で
ご
連
絡
を
。

　近年では消防団を辞めていく人数は新規加入団員よりも上回り、団員
数は減少傾向となっている。年齢や体力の面もあるが、転勤や仕事の都
合でやむを得ず退団しなければならない人も多い。

　団員の年齢層は41～50歳代が最も多く、高齢化も見受けられる。

　市消防団員255人のうち、7割にあたる182人はサラリーマン。

表1）近年の消防団員数の変遷

表2）消防団員数の年齢別

表3）就業形態別の状況
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市
で
は
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

市
政
に
参
加
す
る
手
続
き
を
定
め
た
「
四
街
道
市
市
民
参
加
条
例
」
を

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
民
参
加
手
続
の
27
年
度
の
実
施
予
定
お
よ
び

26
年
度
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課 

☎
４
２
１
‐
６
１
６
２

市
民
参
加
手
続
の

実
施
予
定
、実
施
状
況

27年度　市民参加手続の実施予定一覧
行政活動の名称 予定している市民参加手続 担当課

まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定 意見提出、審議会 政策推進課
公共施設等総合管理計画の策定 意見提出、市民会議、アンケート 管財課
マイナンバー制度の条例の制定（行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定）

意見提出、市民会議 総務課

第２期地域福祉計画の策定 意見提出、審議会、アンケート 福祉政策課

第４次障害者基本計画の策定 意見提出、審議会、
アンケート、関係団体 障害者支援課

保育所等における保育に関する規則の一部を改正する規則の制定 意見提出 こども保育課
（仮称）空き家等の適正管理に関する条例の制定 意見提出、審議会 建築課
いじめ防止基本方針の策定 意見提出、審議会 指導課
※市民参加手続きの実施予定は、公募市民と有識者からなる市民参加推進評価委員会で審議されています

26年度　市民参加手続の実施状況一覧
行政活動の名称 実施した市民参加手続 担当課

避難行動要支援者避難支援全体計画の策定 意見提出、市民会議 危機管理室

第６期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の策定 意見提出、審議会、
関係団体、アンケート 高齢者支援課

第４期障害福祉計画の策定 意見提出、審議会、関係団体 障害者支援課
地域型保育事業の認可に関する基準を定める条例の制定 意見提出

こども保育課

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定 意見提出
特定教育・保育施設の運営に関する基準を定める条例の制定 意見提出
こどもルームの設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 意見提出
保育の必要性の認定に関する規則の制定 意見提出
子ども・子育て支援事業計画の策定 意見提出、審議会、アンケート
新型インフルエンザ等対策行動計画の策定 意見提出、審議会 健康増進課

環境基本計画の策定 意見提出、審議会、
市民会議、アンケート

環境政策課墓地等の経営の許可等に関する条例及び同条例施行規則の一部改正 意見提出、審議会
土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に
関する条例及び同条例施行規則の一部改正 意見提出、審議会

四街道駅北口広場の再整備計画の策定 意見提出、審議会 道路管理課
四街道市立小中学校の通学区域の見直し 意見提出、審議会 学務課
いじめ防止対策推進条例の制定 意見提出、審議会 指導課
※�市の重要政策の立案などに際して、市内在住、在勤、在学などの皆さんの意見を聴くために、市が参加の場を設
けたものです

【凡例】意見提出：意見提出手続（パブリックコメント）、審議会：審議会等手続
　　　��アンケート：アンケート調査、市民会議：市民会議手続、関係団体：関係団体との意見交換

26年度　市民参加手続の対象としなかった行政活動一覧
　国の法令が示す基準に従うもの、市税や施設使用料のような金銭の徴収に関するものなど、市民参加手続の対象
としなかったものです。

行政活動の名称 担当課
市税条例の一部改正、都市計画税条例の一部改正 課税課
介護保険条例の一部改正 高齢者支援課
保育所における保育に関する条例及び同条例施行規則の廃止 こども保育課
国民健康保険税条例の一部改正 国保年金課
手数料条例の一部改正 建築課
学校給食費の管理に関する条例の制定 指導課
火災予防条例の一部改正 消防本部予防課

26年度　市民提案手続の提案状況一覧
　中学生以上の市内在住、在勤、在学など20人以上の連署により、市の政策などについて提案する手続きです。

募集期間 提案の状況
平成26年7月16日から8月15日まで 提案なし
平成26年12月16日から27年1月16日まで 提案なし

6
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〈27年度第１回〉市民参加条例に基づく市民提案手続

市政についての提案をお寄せください
市民自治によるまちづくりの主役は、市民の皆さんです。
市政（市の仕事）について、市民の目線から政策などの提案はありませんか？
市では、市民参加条例に基づき、市政について提案する機会を
毎年度２回設けています。問 シティセールス推進課 ☎421-6162

市民参加推進評価委員会の委員を募集します
市民参加推進評価委員会の次期委員（第５期）を市民の皆さんから募集します。
この委員会は、市政への参加を権利として保障した市民参加条例に基づいて設置され、
市民参加の推進や評価を行う機関です。問 シティセールス推進課 ☎421-6162

■市民提案ができる人
　中学生以上の市民、市内に通勤・通学する人などは、20人以
上の共同提案者（署名）を集めて、その代表者から市に市民提案
を行うことができます。
■市民提案の方法
　市民提案書および市民提案者署名簿に関係書類を添えて、持参
または郵送により提出してください。
※�「提案」とは、苦情・要望ではなく、その政策などを行うこと
で期待される効果、提案の実施に要する費用の額およびその内
訳が具体的に示されたものです。なお、関係様式は、シティ
セールス推進課の窓口または市のホームページで入手できます

■受付期間
　７月16日㈭～８月14日㈮まで（土曜・日曜日、祝日を除く８
時30分～17時15分）※郵送の場合は同日必着
■市民提案の取り扱い
　市は、市民提案の検討の後、提案の概要、提案に対する市の考
え方などを提案の代表者に通知するとともに、公表します。

【過去の提案状況】
◦公民館や自治会館等の建築物に太陽光発電装置を設置
◦市内小・中学校内の環境美化
◦ＪＲ四街道駅地下道路建設
◦広島、長崎への四街道のこども派遣

応募資格…市内在住で、任期中に開催する会議に出席できる人
（会議開催は、４～５月に１回、２～３月に１回、その他必要に
応じて１回程度。原則、平日の夕方に開催）
※�原則、公募委員が兼職できる審議会等の数は２を限度としてい
ます。また、本委員会の委員となることができるのは２期また
は４年までです

募集人数…４人（有識者４人以内、公募市民４人以内の計８人以
内で構成されます）
任期…11月～（２年間）
活動内容…条例の運用状況や、市民参加手続の対象等について調
査や審査などを行います
報酬など…市特別職の報酬に関する条例の規定により、委員報酬

として委員会出席１回につき7000円、この他交通費として1500
円を支給します
応募方法…応募用紙と「本市の市民参加の課題と市民参加推進評
価委員として果たすことができる役割について」をテーマにレ
ポート（800字程度）を作成の上、８月７日㈮までに次のいずれ
かの方法でシティセールス推進課に提出（郵送の場合は同日必着）
〈持参・郵送〉〒284-8555鹿渡無番地　シティセールス推進課宛て
〈電子メール〉ysales@city.yotsukaido.chiba.jp�
※�応募要領、応募用紙は、シティセールス推進課にて配布します
（市ホームページからもダウンロードできます）

結果の通知…９月上旬～中旬に通知します
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これ
からの催し
イベントINFO

５km折り返し

●

●
●

●

●

●

臨時駐輪場

文化センター

四街
道駅

みのり町

中央公園

● 

給水所

迂回路

市役所（駐輪場）

めいわ１丁目

めいわ２丁目

めいわ３丁目

美しが丘１丁目

四街道中学校

ガス灯

ガス灯

 MEGA
ドン・キホーテ

和良比小学校

四街道警察署 ●

中央小学校

関門（和良比十字路）

（大会会場）

フィニッシュ

スタート

２km折り返し

10km折り返し

1.2km折り返し

〒

〒

7月14日火〜
申し込み受付開始

▶郵便振替 ７月31日㈮まで〔消印有効〕
▶インターネット ８月21日㈮まで

※参加受付定員を設けているため、期間内でも定員になり次第、締め切らせていただきます
※�申込書は市役所、公民館、総合公園体育館などの施設にあります。なお、インターネット（携帯電話から
もアクセス可）・電話・FAXでの申し込みも可能です。詳細については市ホームページをご覧ください

種目・参加料

距離 種目 
番号 部門 スタート 

時刻 参加料 定員

1 小学１・２年生男子
10:06 700円

1,500人

2 小学１・２年生女子
3 小学３・４年生男子

9:42
700円

4 小学３・４年生女子
5 小学５・６年生男子

10:55
6 小学５・６年生女子
7 小学生親子（ペア） 9:37 4,000円 250組
8 中学生男子

10:00

中学生
1,000円
�

高校生
2,500円
�
一般
4,000円

1,000人

9 中学生女子
10 高校生・一般男子
11 高校生・一般女子
12 視覚障害者男子
13 視覚障害者女子
14 知的障害者男子
15 知的障害者女子
16 車椅子男子

9:10
17 車椅子女子

18 高校生・一般男子
（39歳以下）

10:45

高校生
2,500円
�
一般
4,000円

2,000人

19 一般男子
（40歳～59歳）

20 一般男子
（60歳以上）

21 高校生・一般女子
（49歳以下）

22 一般女子
（50歳以上）

23 視覚障害者男子
24 視覚障害者女子

� ※年齢は11月15日現在

1.2
km

2
km

5
km

10
km

問 スポーツ振興課 ☎424-8926

第18回

四街道ガス灯
ロードレース大会

沿道の熱い声援を受けて、
ガス灯ロードを駆け抜けてみませんか。
皆さまの参加を心よりお待ちしています。

11月15日日
開催

【交通規制にご協力を】
　大会の開催に伴い、大会当日は市
役所前～めいわガス灯通りとコース
に接する道路が規制されます。皆さ
まのご理解とご協力をお願いします。
※�詳細については、本紙11月１日号（予
定）でお知らせします

大会コース図

8



市政だより四街道 2015.7.15 No.9829

　皆さんが「何かを習ってみたい。」そう思い立ったときに、生きがいづくりアシスト事業（市教育委員会）登録者
と市社会福祉協議会ボランティアとして登録している講師が皆さんのところに伺い、気軽に学習・体験ができるボラ
ンティア活動をご存知ですか？
　この事業の紹介を目的に、1日体験講座を行います。 問 社会教育課 ☎424-8927

と　き…８月31日㈪
【午前の部】10時～12時（受付９時30分～)
【午後の部】13時30分～15時30分（受付13時～）
ところ…四街道公民館
対　象…市内在住・在勤・在学の人
教材費…別途自己負担
定員および内容…下表をご覧ください（定員を超えた
場合は抽選とさせていただきます）。なお、応募が３人
未満の場合は中止になることがあります
募集期間…７月15日㈬～30日㈭まで（７月30日消印
有効）
申し込み…往復はがきの往信用に「１日体験講座申込
み」と書いて、希望の講座・氏名（ふりがな）・性別・
年齢・住所・電話番号を明記し、返信用の宛名に申込
者の住所・郵便番号を記入して、�〒284-0003　鹿渡
2001-10　社会教育課学習振興グループ�宛にお送りく

ださい（親子で申し込む場合は１枚の往復はがきでお
申し込みください）。
※申し込みは、原則１人（組）１講座に限ります
受講決定…受講の可否などについては、８月上旬に返
信用はがきで通知します。　
※教材費は当日受付時に納入してください

「学びたい」と「教えたい」をつなげます！
生涯学習生きがいづくりアシスト事業“一日体験講座”

PICK
UP

information

【はがきの書き方】

284-8555
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道
市

鹿
渡
無
番
地

  

四
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道
市

  

産
業
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興
課 

行

往信

往信（表） 返信（裏）
郵便往復はがき

何も記入しない

284-□□□□
参
加（
代
表
）者
の

住
所

　
氏
名

返信

返信（表） 往信（裏）
郵便往復はがき 参加希望者の

①氏名（ふりがな）②住所
③生年月日（年齢） 
④学年
⑤電話番号（自宅・緊急時）
⑥保護者氏名（二人まで）
※参加希望者が二人の場合
　は同様にもう一人分記載
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表
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返信（表） 往信（裏）
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電話番号
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０
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記入不要
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返信（表） 往信（裏）
郵便往復はがき
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住所・年齢・
電話番号

（複数参加の場合）
  同行者氏名・年齢

※往信のあて先は〒284-0003鹿渡2001-10
四街道市教育委員会スポーツ振興課内四街道
市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会
事務局「キッズチャレスポスクール」係行き

１日体験講座
申し込み

〈希望の講座名〉

【はがきの書き方】

284-8555
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③生年月日（年齢） 
④学年
⑤電話番号（自宅・緊急時）
⑥保護者氏名（二人まで）
※参加希望者が二人の場合
　は同様にもう一人分記載

284-□□□□

申
込（
代
表
）者
の

住
所

　
氏
名

返信

返信（表） 往信（裏）
郵便往復はがき

    申込者の

住所
氏名 (二人まで )
年齢 ( 二人まで )
電話番号

284-0003
鹿
渡
２
０
０
１‐

10

  

教
育
委
員
会

  

社
会
教
育
課

  

学
習
振
興

        

グ
ル
ー
プ 

行

往信

往信（表） 返信（裏）
郵便往復はがき

記入不要

284-□□□□

申
込
者
の
住
所

　
氏
名

返信

返信（表） 往信（裏）
郵便往復はがき

氏名 (ふりがな )
性別・年齢
郵便番号・住所
電話番号

284-0003
鹿
渡
２
０
０
１―

10

社
会
教
育
課

「
文
化
財
散
歩
」係
行

往信

往信（表） 返信（裏）
郵便往復はがき

記入不要

284-□□□□
申
込（
代
表
）者
の

住
所

　
氏
名

返信

返信（表） 往信（裏）
郵便往復はがき

申込者氏名
住所・年齢・
電話番号

（複数参加の場合）
  同行者氏名・年齢

※往信のあて先は〒284-0003鹿渡2001-10
四街道市教育委員会スポーツ振興課内四街道
市総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会
事務局「キッズチャレスポスクール」係行き

１日体験講座
申し込み

〈希望の講座名〉

【午前の部】10：00～12：00
講座名 内容 必要な物 講師 定員 教材費

ハワイアンフラ フラダンスをとおしてハワイアン文化にふれます。飲物　タオル動きやすい服装 河村多加子 20人 無料

Do it self ケアー個呼体爽！ 体質・習慣を基に独自呼吸体操をマスターしま
しょう。今回は足腰の強化調整法です！

飲料水
タオル３本
体操着　筆記用具

下村源寿 30人 無料

温暖化防止講座の講師になろう！ 地球温暖化防止講座の小学校向け編を実際に目
の前でやってみせます。面白いですよ！ 筆記用具 永澤秀幸 20人 無料

家庭ごみの出し方と３Ｒについて １．ごみの出し方について（地区別一覧表持参）
２．クリーンセンターで困っているもの

筆記用具
メモ用紙 大山長七郎 20人 無料

考えてみよう　自助・共助の防災 災害時、自分は何をすべきか。人と助け合うこ
とで何ができるかを考えてみませんか。 なし 垣堺珠枝 15人 無料

【午後の部】13：30～15：30
講座名 内容 必要な物 講師 定員 教材費

やさしいスクエアダンス体験 アメリカからやってきた楽しいウォーキングダ
ンスを講習します。 歩きやすい靴 原口孝一 30人 無料

いけばなを楽しもう 暮らしの中のいけばな。家族や自分のために、
一本の花が幸せな空間を演出してくれます。

ハサミ
タオル（水拭き用）�
エプロン

吉橋康江 10人 800円

初めての絵手紙 『ヘタでいい』『ヘタがいい』花や野菜などの絵
を添えた絵手紙を一緒に描いてみませんか。 なし 伊藤恵美子 20人 400円

再生可能エネルギーについて 温暖化防止のため必要とされる再生可能エネル
ギー技術を易しく解説します。 筆記用具 阿部勲夫 40人 無料

腰痛を考える 腰痛は老化現象？腰痛はどこから？腰痛の時ど
うする？こんなことを考えます。 なし 岩下　清 20人 無料

楊名時太極拳と予備の運動 健康長寿の基を太極拳で作ってみませんか。生
活習慣病や老化防止に役立ちます。 タオル（汗拭き用）山本孝男 20人 無料
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明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
呼
び
掛
け
る

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
　

◦ 

画
材
は
自
由
。
１
人
１
点
、
未
発
表
の

自
作
品
に
限
り
ま
す
。

◦ 

大
き
さ
の
基
準
は
画
用
紙
の
四
ツ
切

(

５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜)

、
八
ツ
切

(

３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜)

も
し
く
は

こ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
で
す
。

◦ 

作
品
裏
の
右
下
に
、
児
童
・
生
徒
は
①

市
町
村
名
、
②
学
校
名
、
③
学
年
、
④

氏
名(

ふ
り
が
な)

を
、
一
般
の
人
は
①

住
所
、
②
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
③
年
齢

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
標
語

◦ 

字
数
は
20
字
以
内
。
適
当
な
大
き
さ
の

短
冊
を
使
用
し
、
１
枚
に
つ
き
１
点
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人
２
点
以
内
、

未
発
表
の
自
作
品
に
限
り
ま
す
。

◦ 

作
品
の
左
横
に
、
児
童
・
生
徒
は
①
市

町
村
名
、
②
学
校
名
、
③
学
年
、
④
氏

名(

ふ
り
が
な)
を
、
一
般
の
人
は
①
住

所
、
②
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
③
年
齢
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
事
項
〉

応
募
資
格
…
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

※�

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と
も
に
、
応
募
作
品

は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん

賞
…
応
募
者
全
員
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
参
加
賞
、
入
賞
者
に
は
県
お
よ
び
市

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
賞
状
と
副
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。

応
募
方
法
…
9
月
11
日
㈮
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
持
参　
　
　
　
　

提
出
先
…
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
た
だ
し
、
児
童
・
生
徒
は
通
学
し
て
い

る
学
校
を
通
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
作
品
募
集

選挙

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
４
２
１
‐６
１
５
３

yotsukaido  inform
ation

市
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

　長年にわたり、公園や道路などの公
共施設の清掃、空き缶の収集、緑化活
動などの地域環境美化活動を推進され
ている個人・団体の皆さんに贈られる
市環境美化表彰式が６月30日㈫に市
役所で行われました。表彰を受けられ
た個人・団体は次のとおりです。

問 環境政策課 ☎421-6131

おめでとうございます
環境美化表彰 

Yotsukaido

NEWS【受賞者】（順不同・敬称略・カッコ内は推薦者）
荒生幸子（みそら自治会長）
荒岡安利（千代田三丁目自治会長）
大木章次（四街道一区長）
竹内成介（萱橋台区長）
旭ヶ丘環境美化の会（旭ヶ丘自治会長）
亀崎区（亀崎区長）
雪隠クラブ（三才区長）
富士見ヶ丘ボランティアグループ
　　　　　　　　　（富士見ヶ丘区長）
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産業振興 社会福祉 社会保障・税 選挙

　

平
成
28
年
1

月
よ
り
「
社
会

保
障
・
税
番
号

制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す

る
個
人
の
情
報
を
、
同
一
人
の
情
報
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

行
政
を
効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を
高

め
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
社
会
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
で
す
。

　

10
月
か
ら
、
住
民
票
を
有
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
12
桁
の
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
は
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対

策
の
分
野
で
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

※�

番
号
制
度
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、

内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■ 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す

　

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
の
で
き
る
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
本
語
窓
口
】　

☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
外
国
語
窓
口
】　

☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
２
９
１

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
対
応
し
て
い
ま

す
【
営
業
時
間
】　　

　

平
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※�
通
話
料
は
、
お
客
様
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

　

�

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５
に

お
掛
け
く
だ
さ
い

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

を
ご
存
知
で
す
か
？

社会保障・税

問 

総
務
課
☎
４
２
１‐
２
２
４
７

■ 

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
発
行
手
数
料
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
以
降
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
関
連

で
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
希
望
者
に

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
始
ま
り

ま
す
。

　

初
回
の
交
付
に
つ
い
て
は
無
料
と
な
り

ま
す
が
、
紛
失
な
ど
に
よ
り
通
知
カ
ー
ド

を
再
発
行
す
る
場
合
は
５
０
０
円
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る
場
合
は

８
０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
■
引
っ
越
し
す
る
と
き
は

住
民
票
の
異
動
も
忘
れ
ず
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、「
社
会
保
障
」、

「
税
」、「
災
害
対
策
」
の
手
続
き
の
際
に

必
要
と
な
る
重
要
な
番
号
で
す
。

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
で
住
所
の
異

動
を
す
る
人
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を

行
う
と
と
も
に
、
正
確
な
住
所
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

正
確
に
住
所
が
登
録
さ
れ
な
い
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
が
届
か
ず
、
社

会
保
障
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
際
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
連
す
る

各
種
カ
ー
ド
の

再
発
行
手
数
料
に
つ
い
て

社会保障・税

問 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

☎
４
２
１‐６
１
０
８

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

　６月定例会において、市一般会計補正予算が原
案どおり可決されました。一般会計予算の総額は、
既定額270億9,000万円に953万5千円を追加し、
270億9,953万5千円となりました。概要は次の
とおりです。
【総務費】
◦市内循環バス運行費補助金　200万円
【民生費】
◦低所得者保険料軽減繰出金　721万1千円

問 財政課 ☎421-6111

６月補正予算市の家計簿

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
愛
称
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」
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社会福祉産業振興

　

鳥
類
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
農
作

物
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次

の
と
お
り
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
（
カ
ラ
ス

な
ど
）
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

と
　
き
…
７
月
27
日
㈪
・
29
日
㈬
・
31
日

㈮
の
日
の
出
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の
３
日

間
（
天
候
不
良
に
よ
る
予
備
日
８
月
３
日

㈪
）

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
中
止

対
象
地
域
…
市
街
地
を
除
く
農
地
周
辺

※�

詳
し
く
は
７
月
１
日
に
全
自
治
会
へ
配

付
い
た
し
ま
し
た
回
覧
文
書
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
に

ご
協
力
を
！

産業振興

問 

産
業
振
興
課
☎
４
２
１‐６
１
３
３

12

　

戦
後
70
年
の
節
目
に
当
た
り
、
戦
没
者

等
の
ご
遺
族
へ
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に

支
給
さ
れ
る
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

戦
没
者
等
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
４

月
１
日
現
在
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
、

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③�
戦
没
者
等
の
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶
祖
父

母
、
⑷
兄
弟
姉
妹
＊

④�
①
～
③
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
な
ど
）
で
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人

＊�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
に
よ
っ

て
⑴
～
⑷
の
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

■
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

※�

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
請
求
窓
口

　

福
祉
政
策
課

※�

申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
や
請
求
手
続

き
の
詳
細
は
福
祉
政
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

第
十
回
戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金

社会福祉

問 

福
祉
政
策
課
☎
４
２
１‐６
１
２
１

を除く、
市内全域で実施します

物井
物井駅

萱橋

栗山

長岡

吉岡

山梨

和田

上野

中台

中野

成山

鹿渡

亀崎

物井駅

内黒田千代田

池花

南波佐間

四街道駅

総合公園

熊野神社

市営霊園

四街道IC

中央公園

四街道警察

皇産霊神社

サンワーク

鹿放ケ丘
ふれあいセンター

吉岡十字路

福星寺

遠田橋市役所

国道51号

東関東自動車道

みそら

旭ヶ丘団地

鷹の台

旭ヶ丘

めいわ

和良比

下志津新田

大日桜ヶ丘

大日緑ヶ丘

美しが丘

つくし座

>> 

>> 

　市総合教育会議�
と　き…７月23日㈭11時～
ところ…第二庁舎

《傍聴》
定　員…先着15人（予約不要）
※�駐車場には限りがありますので、
車での来場はご遠慮ください

問�教育総務課�☎424-8924

　定例教育委員会会議�
と　き…７月23日㈭14時～
ところ…第二庁舎

《傍聴》
定　員…先着15人（予約不要）
※�駐車場には限りがありますので、
車での来場はご遠慮ください

問�教育総務課�☎424-8924
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子
育
て
・
け
ん
こ
う
通
信

出
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

旭
公
民
館

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
す
ず
ら
ん
が「
旭

公
民
館
」
に
出
掛
け
ま
す
。

　

み
ん
な
で
夏
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？　

保
育
士
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

と
　
き
…
８
月
４
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分　

※�

当
日
、
す
ず
ら
ん
の
「
あ
そ
び
の
広
場
」

は
お
休
み
で
す

と
こ
ろ
…
旭
公
民
館

対
　
象
…
１
歳
～
就
学
前
の
子
と
そ
の
保
護

者　

※
参
加
費
無
料

定
　
員
…
30
組

内
　
容
…
遊
び
・
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
赤

ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
、
親
子
体
操
、
お
楽
し
み

シ
ア
タ
ー
、
育
児
健
康
相
談
な
ど

※�

子
ど
も
・
保
護
者
と
も
に
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

申
し
込
み
…
７
月
17
日
㈮
９
時
～
電
話
に
て

受
け
付
け
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

す
ず
ら
ん
（
中
央

保
育
所
内
）
☎
４
２
３
‐
３
４
０
０

い
き
い
き
脳
の
健
康
講
座

参
加
者
募
集

　

認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
る
症
状
で
、
誰

も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
発
症
を
遅
ら

せ
た
り
、
症
状
を
軽
減
し
た
り
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
テ
レ
ビ
放
送
や
書
籍

な
ど
現
在
で
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
情
報
が

多
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
結
局
ど
う
い
う
こ
と

な
の
？
と
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
講
座
で
は
、「
そ
も
そ
も
認
知
症
と

は
何
な
の
か
」
か
ら
、「
生
活
の
中
で
で
き

る
認
知
症
予
防
の
方
法
」
ま
で
を
ご
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
の
結

果
か
ら
、
自
分
の
認
知
機
能
の
苦
手
な
と
こ

ろ
を
知
り
、
高
め
て
い
く
方
法
も
学
べ
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
分
ら
し
く
生
活
し

て
い
く
た
め
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

と
き

①
８
月
６
日
㈭
10
時
～
12
時

②
８
月
６
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

③
８
月
７
日
㈮
10
時
～
12
時

※�

①
～
③
は
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
す
。
都

合
が
い
い
日
時
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室　

※

送
迎
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

対
　
象
…
65
歳
以
上
の
市
民
（
65
歳
以
下
の

場
合
、
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
結
果
が
正
確

に
出
ま
せ
ん
）

定
　
員
…
各
回
30
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

内
　
容
…
認
知
機
能
を
鍛
え
る
た
め
の
講

話
・
実
技
、
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査

【
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
と
は
】

　

映
像
を
見
な
が
ら
、
検
査
用
紙
に
記
入
し

て
行
う
認
知
機
能
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。

「
記
憶
」「
注
意
」「
言
語
」「
視
空
間
認
知
」「
思

考
」
の
認
知
機
能
と
手
先
の
運
動
機
能
を
測

定
し
ま
す
。
認
知
症
を

判
断
す
る
検
査
で
は
な

く
、
ご
自
身
の
認
知
機

能
を
知
り
、
認
知
機
能

の
維
持
・
向
上
に
役
立

て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

持
参
す
る
も
の
…
鉛
筆
、
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
し
込
み
…
７
月
16
日
㈭
～
31
日
㈮
ま
で
に

高
齢
者
支
援
課
☎
４
２
１
‐
６
１
２
８

健
康

子
育
て

　５月13日に保健センターで「よい歯のコンクール」が行われました。
　親子の部に11組、高齢者の部に４人の参加がありました。親子の
部には、お父さんとの参加が２組ありました。高齢者の部の最高齢の
人は93歳でした。実年齢より若々しい人が勢ぞろいしました。親子
の部、高齢者の部ともに皆さん、大変きれいな歯で笑顔が素敵でした。
　同時に歯・口の健康啓発標語の審査も行われました。審査の結果、
次の人が最優秀賞に選ばれ、６月４日に開催の印旛郡市よい歯のコン
クールに推薦されました。郡のコンクールでは、標語中学校の部で菅
谷柚香さんが最優秀賞、親子の部の中島さんと高齢者の部の福元さん
が優秀賞を受賞しました。

【標語中学校の部】� 菅
すが

谷
や

柚
ゆう

香
か

さん

【標語一般の部】� 山
やま

本
もと

泰
やす

子
こ

さん

【
親
子
の
部
】

中な
か

島し
ま

柊ひ
な

碧た

く
ん
、
和か

ず
美み

さ
ん

【
高
齢
者
の
部
】

福ふ
く
元も

と
英ひ

で
子こ

さ
ん

よい歯で
いい笑顔

よい歯のコンクール　
受賞おめでとう
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み
ん
な
で
支
え
合
う
医
療
制
度

新
し
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
以
下
、
被
保
険
者
証
）
は
7

月
31
日
に
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
被
保
険

者
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
8

月
1
日
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用

く
だ
さ
い
。

　

保
険
税
の
未
納
が
な
い
の
に
、
8
月
に

な
っ
て
も
自
宅
に
届
か
な
い
人
や
、
被
保
険

者
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
人
は
、
国

保
年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険
者
証

は
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
国
保

年
金
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表

示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
記
入
は
任
意
で
す

が
、
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
と
き
に

活
用
く
だ
さ
い

■
70
歳
～
74
歳
の
人
の

負
担
割
合
に
つ
い
て

　

70
歳
～
74
歳
の
人
の
自
己
負
担
割
合
は
、

「
３
割
」
ま
た
は
「
２
割
」（
昭
和
19
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
「
１
割
（
特
例
措

置
に
よ
る
）」）
で
す
。
同
じ
国
保
世
帯
に
い

る
70
歳
～
74
歳
の
人
の
中
で
、
住
民
税
の
課

税
所
得
か
ら
調
整
控
除
額
（
※
）
を
差
し
引

い
た
金
額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
1
人

で
も
い
る
場
合
は
、
そ
の
世
帯
の
70
歳
～
74

歳
の
人
全
員
の
一
部
負
担
割
合
は
３
割
に
な

り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

※�
70
歳
～
74
歳
ま
で
の
被

保
険
者
が
、
前
年
の
12

月
31
日
現
在
に
お
い
て

世
帯
主
で
あ
っ
て
、
同

一
世
帯
の
合
計
所
得
が

38
万
円
以
下
で
あ
る
19

歳
未
満
の
国
保
加
入
者

が
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
人
数
に
一
定
額
（
16

歳
未
満
は
33
万
円
、
16

歳
以
上
19
歳
未
満
は

12
万
円
）
を
乗
じ
た
額

を
、
被
保
険
者
の
所
得

か
ら
控
除
し
て
判
定
所

得
を
算
定
し
ま
す

■
収
入
額
に
よ
る
判
定（

申
請
に
よ
る
再
判
定
）

　

自
己
負
担
割
合
が
3
割
と
な
っ
た
人
で
も
、

収
入
額
が
基
準
収
入
額
未
満
の
人
は
、
申
請

に
よ
り
２
割
負
担
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
は
「
１
割
（
特
例
措
置
に
よ

る
）」）
と
な
り
ま
す
。（
表
２
参
照
）

※�

申
請
を
す
れ
ば
負
担
割
合
の
変
更
が
見
込

ま
れ
る
人
へ
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
す
る
場
合
は
、
収
入
金
額
が
確
認
で
き

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は

　

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
で
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
は
、
国
保
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
…
勤
務
先
の
被
保
険
者
証
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

問�

国
保
年
金
課
☎
４
２
１
‐
６
１
２
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
る
た
め
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
、
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
る
と
き
は
新
し
い
被
保
険

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
被
保
険
者
証
は
一
人
一
人
に
郵
送
し
ま
す

◦
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

◦ 

今
ま
で
の
被
保
険
者
証
は
緑
色
で
し
た
が
、

新
し
い
被
保
険
者
証
は
青
色
に
な
り
ま
す

◦ 

８
月
に
な
っ
て
も
被
保
険
者
証
が
届
か
な

い
人
や
被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
に
誤
り

が
あ
る
人
は
国
保
年
金
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

◦ 

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は
国
保

年
金
課
へ
返
却
す
る
か
、
ご
自
身
で
裁
断

す
る
な
ど
責
任
を
持
っ
て
処
分
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す

■
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
は
、
前
年
中

の
所
得
を
も
と
に
毎
年
判
定
し
て
い
ま
す
。

（
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
）

■
次
の
人
は
申
請
が
必
要
で
す

①
基
準
収
入
額
適
用
申
請

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
3
割
と
判
定
さ
れ

表1）所得による判定基準

表2）収入による判定基準

判定所得
（70歳～74歳のうち） 誕生日 自己負担割合

全員の
「課税所得-調整控除額」
が145万円未満

昭和19年４月１日
までの人

１割
（特例措置による）

昭和19年４月２日
以降の人

２割
（26年度改正）

１人でも
「課税所得-調整控除額」
が145万円以上

全員 ３割

表１の判定の結果、３割負担となった場合（要申請）
同一国保世帯の

70歳～74歳の被保険者数 基準収入額

１人（本人のみ） 本人収入額383万円未満
１人（本人収入額が383万円以上
で、旧国保被保険者＊がいる場合）

旧国保被保険者を含む
合計収入額520万円未満

２人以上 合計収入額520万円未満
＊�同じ世帯の中で国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人�

健
康

表1）一部負担金の割合の判定基準
一部負担金の割合 基準収入額

３割
同一世帯に住民税の課税所得が145万
円以上の後期高齢者医療制度の被保険
者がいる人

１割 ３割、１割（低所得Ⅱ）、１割（低所得
Ⅰ）のいずれにも該当しない人

１割（低所得Ⅱ） 同一世帯の全員が住民税非課税の人（低
所得Ⅰ以外の人）

１割（低所得Ⅰ）

同一世帯の全員が住民税非課税で、所
得区分ごとに必要経費・控除（年金の
収入は控除額を80万円として計算）を
差し引いたときに0円となる人
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た
人
で
も
、
前
年
中
の
収
入
合
計
が
下
記
の

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、
1
割
に
な
り
ま
す
。

〈
条
件
〉

　

同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
、

◦ 

1
人
の
場
合
＝
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

◦ 

2
人
以
上
の
場
合
＝
皆
さ
ん
の
収
入
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満

◦ 

1
人
で
、
70
歳
～
74
歳
の
人
も
お
住
ま
い

の
場
合
＝
70
歳
～
74
歳
の
人
も
含
め
た
収

入
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

申
請
に
必
要
な
も
の
…
平
成
26
年
中
の
収
入

が
分
か
る
書
類
（
確
定
申
告
書
の
控
え･

収

支
内
訳
書
な
ど
）・
被
保
険
者
証
・
印
鑑

② 

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
申
請

　

負
担
割
合
が
１
割
の
人
で
、
低
所
得
Ⅱ
、

低
所
得
Ⅰ
に
該
当
す
る
人
（
判
定
方
法
は
表

1
を
参
照
）
は
、
申
請
に
よ
り
「
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
病
院
に
提
示
す
る
と
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
生
じ

た
場
合
で
も
、
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の
食
事
代
も
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
７
月
末
ま
で
有
効
期
限
の
あ
る
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
８
月
以
降

も
引
き
続
き
交
付
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は

自
動
更
新
と
な
る
た
め
、
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
認
定
証
は
被
保
険
者
証
と
併
せ
て

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
…
被
保
険
者
証
・
印
鑑

問�

国
保
年
金
課
☎
４
２
１
‐
６
１
２
６

介
護
老
人
福
祉
施
設
の

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

広
域
型
施
設
（
平
成
28
年
度
整
備
分
）

　

市
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
」
と
「
福
祉
施
設
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
広
域
型
施
設
の
事
業
候
補
者
を
募
集

し
ま
す
。

福
祉

よつかいどう
健康コラム

� 熱中症の原因は
　体内の水分・塩分の不足です
　暑いとき、私たちの体は汗をかくことで体外に余分な
熱を放出し、体温を調節しています。長時間暑い場所に
いるうちに体の水分・塩分が不足し、熱が体にこもり「熱
中症」を引き起こします。重症の場合は命に関わること
もあるので、これからの暑い季節は特に注意が必要です。

� 熱中症の予防には「水分補給」と
　「暑さを避けること」が大切です

【こまめな水分・塩分の補給】
◦�とても暑い日や汗をたくさんかいた後はスポーツドリ
ンクなどで水分と塩分をこまめにとる
◦�のどの渇きを感じなくてもこまめに水分補給をする

【暑さを避ける室内環境】
◦�我慢せずエアコンを上手に利用し、室
温を28度以下に調節する
◦�すだれや、遮光カーテン、打ち水など
で室温が上がりにくい環境をつくる

【外出時の注意】
◦�通気性が良く速乾性の高い衣服を着
て、日傘をさしたり帽子をかぶる
◦�高温多湿、無風に注意。日陰を選んで
行動し、こまめに休憩をとる
◦�天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控える

� 注意！
　体温調整が難しい高齢者や小児は特に気をつけましょ
う。節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないよう
にしましょう。

〈熱中症が疑われる人を見かけたら〉
◦涼しい場所へ避難させる
◦衣服を脱がせ、体を冷やす
◦水分・塩分を補給する
※�自力で水が飲めない、意識がない場合は、直ちに救急
車を呼びましょう。

熱中症を
予防しましょう

問�健康増進課�☎421-6100

【
募
集
内
容
】

◦「
創
設
」
と
し
、ユ
ニ
ッ
ト
型
（
1
ユ
ニ
ッ
ト

　

の
定
員
は
10
人
以
下
）を
基
本
と
し
ま
す

◦
入
所
定
員
は
１
０
０
人
以
下

◦ 

設
置
場
所
は
四
街
道
市
全
域
を
対
象
と
し

ま
す

応
募
要
件
…
社
会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
設
立
予
定
者

受
付
期
間
…
８
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

受
付
場
所
…
高
齢
者
支
援
課

※�

詳
細
は
、
高
齢
者
支
援
課
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問�

高
齢
者
支
援
課
☎
４
２
１
‐
６
１
２
７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
法
人
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
来
年
度
に
開
設
す
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
法
人
候
補
者
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
内
容
】

施
設
の
種
類
…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間
…
８
月
28
日
㈮
～
９
月
18
日
㈮

【
公
募
説
明
会
】

開
催
日
…
８
月
10
日
㈪

申
込
期
間
…
７
月
15
日
㈬
～
８
月
３
日
㈪

※�

そ
の
他
詳
細
は
、
高
齢
者
支
援
課
で
配
布

し
て
い
る
募
集
要
項
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
し
込
み
…
高
齢
者
支
援
課
☎
４
２
１
‐

６
１
２
８
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所 �総合福祉センター３階および屋
外
定 �先着20人　※参加費無料
※動きやすい服装でご参加ください
申 �7月18日㈯９時～ボランティア
センター（社会福祉協議会内）
☎421-6300　FAX422-2807
�vc@yotsukaido-shakyo.or.jp

朝市感謝デーの開催

　毎週日曜日に朝市では、市内の農
業生産者の皆さんが育てた新鮮な旬
の野菜、手作りの漬け物、花、赤飯
などたくさんの品物を販売していま
す。
　感謝デーでは、先着250人に取れ
たての夏野菜をプレゼント。甘いス
イカ、漬け物の試食会を行います。
ぜひご来場ください。
※�天候や販売状況などにより早めに
終了する場合があります　

＊入場無料　＊定員：いずれも80人
＊開場は開演30分前
＊�空きがあれば当日参加も可

四街道公民館 　

「名犬ラッシー」
上映時間90分／幼児・児童対象
（幼児および低学年児童は保護者同伴）
８月７日㈮10時～　

「別離」
上映時間70分／成人対象
８月26日㈬12時30分～　
※�申し込み：７月17日㈮９時30分～�
☎422-2926

千代田公民館
「トムソーヤの冒険」
上映時間90分／幼児・児童対象
（幼児および低学年児童は保護者同伴）
８月７日㈮10時～
※�申し込み：７月17日㈮９時30分～��
☎422-4151

DVDを鑑賞して
楽しいひとときを過ごしませんか。

四街道シネマ

時 �とき　所 �ところ　対 �対象　定 �定員　￥�参加費・利用料�　内 �内容　
講 �講師　持 �持参するもの　 �メールアドレス　申 �申し込み　問 �問い合わせ

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

　児童センターは、遊びを通じて子
どもたちの成長を促す施設で、0～
18歳未満の市内のすべての子ども
が利用できます。
　また子育て家庭への支援や、子ど
もたちに関わる地域の人々が交流す
る活動も行っています。
　まずは見学からでも構いません。
お気軽にご連絡ください！

問�福祉センター�☎423-2940

児童センターで
ボランティアして

みませんか？

募集

水泳教室開催のため、開館時間が変更になります。
７月21日㈫～25日㈯、７月28日㈫～８月１日㈯　11時～20時

温水プール開館時間変更　 ☎432-6410

時 �７月26日㈰７時30分～８時30分
所 �市役所駐車場

【開催時間変更のお知らせ】
　８月２日㈰から、開催時間が７時

30分から８時（通年）と変更とな
ります。お間違いのないようご来場
ください。
問 �産業振興課�☎421-6133
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エンジョイ四街道
ス ポ ー ツ ・ イ ベ ン ト 情 報

ヒップ・ホップを
踊ろう！

　ヒップ・ホップの好きな人集ま
れ！�やさしいお兄さんが教えてく
れるよ！�２週連続で行います！
時 �８月１日㈯・８日㈯（２回）10
時～１1時30分
所 �わろうべの里　児童センター
対 �年長児・小学生　　
定 �先着20人（市内在住者優先）　
※参加費無料
講 �鴻巣正季さん
持 �室内用運動靴、タオル、水筒　
着替え（動きやすい服装で）
申 �７月17日㈮９時～わろうべの里
☎433-6201

親子リズム体操

　簡単で楽しいリズム運動などを通
じて、親子のコミュニケーション作
りや基礎体力作りを目的とした教室
を行います。
時 �８月５日㈬・12日㈬・19日㈬　
９時15分～10時45分
所 �総合公園体育館　第２武道場
対 �３歳以上の未就学児とその保護
者（子ども１人に対して保護者１人）
定 �先着30組
￥�500円　（当日徴収）
内 �リズムに合わせて簡単なダンス
をしたり、親子で色々なゲームを行

います。
持 �室内用運動靴、飲み物、タオル
申 �７月15日㈬10時～総合公園体育
館�☎433-1111

知育運動の
幼児リトミック体験教室

　リズム感、集中力、創造力を高め
る楽しい知育運動を体験しません
か。
時 �９月13日㈰
所 �総合公園第２武道場
対 �①２歳児＝９時45分～10時45分
②年少＝10時45分～11時45分
定 �先着各20人
￥�１人500円（保険料含む）
持 �室内用運動靴、飲み物、タオル
申 �7月16日㈭10時～総合公園体育
館�☎433-1111

スポーツ

100転体操＆
脳トレ運動

（シナプソロジー）②
　肩甲骨や骨盤周りを回転運動させ
ることで、メタボ・ロコモ（運動器
障害による機能低下）の予防と改善
を図ります。さらに、五感を刺激し
て脳を活性化させ、楽しく汗をかき
ましょう。
時 �８月20日・27日、９月３日・10
日・17日（いずれも木曜日）９時
30分～11時
所 �保健センター３階機能訓練室
定 �先着20人（健康上問題のない人）
￥�1,000円　※教室初回時に徴収
内 �100転体操（回転運動10種目×
10回転）／シナプソロジー（簡単
な動作を考えながら行う脳のトレー
ニング）
講 �松浦由紀子さん（市スポーツリー

ダーバンク登録指導者）
持 �タオル、飲み物、ヨガマットま
たはバスタオル
申 �７月16日㈭８時30分～31日㈮
までスポーツ振興課�☎424-8926

ＳＴ．ＣＵＰ．ＩＮ
四街道ソフトテニス大会

時 �９月６日㈰８時45分～（予備日
９月13日）
所 �総合公園庭球場
対 �市内在住、在勤、在学、在クラ
ブの高校生以上の男子
※�部門：一般、成年、シニア（年代
別）の部

￥�１ペア3,000円（高校生は1,000
円）
※当日徴収
※�傷害保険は各自で
加入してください

申 �８月20日㈭まで
にスポーツ振興課�
☎424-8926

その他
子どもたちへのボランティア！
福祉教育サポーター

養成講座

　小学生の車いす体験やシニア体験
をサポートするボランティアを募集
しています。子どもが好きな人も大
歓迎！！

とき 内容
8月24日㈪
13時30分
　　～16時

福祉教育ってなんだろう？

8月31日㈪
13時30分
　　～16時

シニア体験で高齢者の
特徴を知ろう
車いすに乗ってみよう

9月4日㈮
13時30分
　　～16時

子どもたちへの教え方を
シミュレーションしよう！

キッズ



市政だより四街道 2015.7.15 No.982 18

QRコードを
読み取って
電子行政サービスを
ご利用ください

花
び
ら
の
舞
い
込
む
作
句
の
文
字
の
上
　　

�

大
日　

米
田
與
子

か
ぎ
り
あ
る
命
の
逢
瀬
や
さ
く
ら
花
　
　	

千
代
田　

杉
本
千
代
子

春
の
海
仁に

右え

門も
ん

島じ
ま

の
秋
光
碑
　
　	

千
代
田　

雨
宮
町
子

根
付
い
て
と
孫
の
祈
り
し
挿
木
か
な
　
　	

旭
ヶ
丘　

竹
澤
賞
次

大
学
の
下
宿
生
活
花
の
中
　
　	

大
日　

下
平
千
惠
子

選
後
評
●
俳
句
の
本
質
と
も
言
う
べ
き
、
具
象
的
表
現
を
以
て
、
抒
情
性
豊
か
な
世
界
を

展
開
し
た
佳
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
、
ロ
マ
ン
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
て
感
心

し
た
。
掲
句
の
作
者
は
こ
の
欄
で
は
正
に
新
進
気
鋭
の
人
、
こ
れ
を
機
に
さ
ら
な
る
精
進

を
期
待
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
（
米
田
與
子
作
品
）。

俳
句

小
出
治
重
選

片
づ
け
て
直す

ぐ
に
散
ら
か
る
住
み
心
地
　�

四
街
道　

市
原
み
つ

店
員
さ
ん
お
婆ば
あ

さ
ん
と
は
呼
ば
な
い
で
　
　�

旭
ヶ
丘　

野
田
昭
子

通
学
路
優
し
く
さ
と
す
二
年
生
　
　�

も
ね
の
里　

服
部
久
子

早
ば
や
と
サ
イ
フ
の
中
も
ク
ー
ル
ビ
ズ
　
　�

千
代
田　

池
田
貴
志
夫

七
〇
才
古
き
は
希ま
れ

で
今
は
ざ
ら
　
　�

め
い
わ　

加
藤
敏
子

選
後
評
●
一
作
目
、
散
ら
か
っ
て
い
る
方
が
落
ち
着
く
と
言
う
人
も
い
る
。
二
作
目
、
い
つ
ま
で
も
〝
お
婆
さ
ん
〟

と
は
呼
ば
れ
た
く
な
い
も
の
。
三
作
目
、
新
学
期
で
す
。
二
年
生
は
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
で
す
。
四
作
目
、
上
五

の
〝
早
ば
や
〟
が
愉
快
。
最
後
は
な
る
ほ
ど
と
思
う
。
長
寿
国
も
い
ろ
い
ろ
と
大
変
。
た
く
さ
ん
の
ご
投
句
を
。

川
柳

潮
田
春
雄
選

友
の
来
て
白し

ら
髪が

の
染
ま
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
怖
い
と
言
い
つ
つ	

み
そ
ら　

後
藤
親
子

五
月
晴
の
三
島
大
社
の
神
殿
に
白
無む

垢く

美は

し
き
花
嫁
に
会
う�

旭
ヶ
丘　

野
田
昭
子

白
き
蝶
花
か
ら
花
へ
楽
し
そ
う
薔ば

薇ら

垣
は
い
ま
咲
き
盛
り
い
て	

四
街
道　

須
田
照
子

古
里
の
春
祭
り
の
日
生あ

れ
し
吾
な
つ
か
し
い
ね
と
妹
よ
り
メ
ー
ル	

千
代
田　
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●
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な
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に
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ま
さ
に
〝
状
況
〟
を
と
ら
え
て
お
り
、
た

だ
の
会
話
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
野
田
作
品
、
三
島
大
社
の
奥
行
き
な
ど
が
描
か
れ
て
い
れ
ば
更
に
良
い
歌
と

な
る
。
出
浦
作
品
、
佳
吟
だ
が
、
結
句
は
主
観
を
抑
え
た
ほ
う
が
良
く
、「
友
の
あ
る
な
り
」
が
考
え
ら
れ
る
。
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応募資格＝市内在住の人で、未発表作品の応募に限ります
応募方法＝�応募部門（俳句・短歌・川柳）を明記し、作品・住所・氏名・電話番号（任意）を記入の上、 
               シティセールス推進課宛て郵送または持参　※郵送の場合、はがき・封書どちらでも可
◦俳句・短歌・川柳各３点まで投稿可　◦作品・氏名にはすべて振り仮名を付けてください

作
品
、
随
時
受
け
付
け
中
！

四街道市
ホームページ

四街道市公式
フェイスブック
ページ

四街道市
ＬＩＮＥ＠

ドラマチック
四街道

ホームページ

よつぼくん
ツイッター

よめーるの
登録・変更

【配信サービス】
▶気象情報・災害情報・�
　防災行政無線情報（危機管理室）
▶審議会等会議開催（総務課）　　
▶市税等納期限お知らせ（収税課）
▶不審者情報（青少年育成センター）
▶子育て知恵袋（千代田保育所）

【登録・変更方法】
①�登録・変更用アドレス（e-yomail@xpressmail.jp）に、
件名・本文を入力せずに空メールを送信。ＱＲコード対
応の携帯電話をご利用の場合、裏表紙のＱＲコードから
アドレスを読み取ることができます。
② �30 分以内に返信メールが届きます。返信メールに記載
のアドレスに接続してください。
③�年代、地域、希望する配信サービスなどの必要事項を入
力。確認後、「登録」ボタンを押すと完了です。

メール配信サービス「よめーる」 問 （　）内の各配信担当課

【開設場所】
鷹の台2-1-9（セブンイレブン前）
鹿放ヶ丘　㈱援農いんば
セブンイレブン四街道鹿放ヶ丘西店
ローソン四街道鹿放ヶ丘店
ローソン四街道山梨店
セブンイレブン四街道物井店

移動交番 問 四街道警察署移動交番係 （牛尾・平嶋）
☎432-0110

※�開設時間につきましては、警察
ホームページ、または上記まで
お問い合わせください

ＪＡ千葉みらい四街道支店
市安全安心ステーション（旧四街道交番）
トップマート四街道店
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市民の皆さんのための電話相談

「健康安心ダイヤル24」
フリーダイヤル0120-4210-65

　健康・子育て・介護に関する悩み、眠れない、
つらい気持ちを聞いてほしい、などさまざまな相
談を、幅広い分野で資格を有したスタッフが電話
でお受けします。直接会って話しづらい内容でも
電話ならば相談してみようという人は、ぜひご利
用ください。また、近くの受診できる病院、診療
科目など医療機関に関する情報も提供します。

問 健康増進課 ☎421-6100
※自動音声案内の後、オペレーターにつながります。しばらくお待ちください
※救急車の出動が必要なときは、直接119番へ連絡してください

プレミアム付商品券直接販売
（２次販売）を実施します

　８月３日㈪より直接販売（2次販売）
を実施します！　詳細については各告
知方法（自治回覧、商工会だより、ホー
ムページなど）により順次お知らせし
ます。市政だよりでは８月１号に掲載
します。
　２次販売の販売冊数には限りがある
ことから先着順となり、売り切れ次第
終了となります。前回、購入しそびれ
た人やすでに購入した人はもちろん、
どなたでも購入できます。
　この機会をお見逃しなく！
問い合わせ…四街道市プレミアム付
商品券事務局（市商工会内　鹿渡895
番地14　※土曜・日曜日、祝日を除
く10時～16時）
☎・FAX（共通）：377-8357／371-
1812　

夏の交通安全運動
～思いやり  ゆとりは無事故へ  つづく道～

　7月20日㈪から31日㈮の12日間、
夏の交通安全運動が行われます。夏休
みに入るこの時期は、子どもたちや若
者の解放感から起こる事故や、夏の行
楽シーズンに伴う交通量の増加などに
よる事故の発生が懸念されます。
　そこで、「事故を起こさない」だけ
でなく「事故に遭わない」ためにも、
市民一人ひとりが交通ルールを順守
し、正しい交通マナーを実践して、交
通事故防止の徹底を図ることを目的に
実施します。
問い合わせ…自治振興課☎421-6107

県男女共同参画センター
フェスティバル2015＆
ネットワーク会議

　講演や多彩なワークショップなど、
楽しみながら身近な男女共同参画につ
いて学べるイベントです。
と　き…８月２日㈰９時45分～16時
40分
ところ…県青少年女性会館
内　容…講演「未来を拓く、主役は私」
講師は千葉大学客員教授　木場弘子さ
ん。他にも、ワークショップ（書の体
験や絵本ライブ、エンディングノート
の書き方など８つの講座）など
定　員…先着300人
申込方法…郵便番号、住所、氏名、
性別、電話番号を記入の上、電話、
ファックスまたはメール
※７月24日㈮までに申し込み
問い合わせ…県男女共同参画セン
ター(月曜休)
☎252-8036　FAX252-8037
Eメール：
kenkyouse@mz.pref.chiba.lg.jp

県民講座の開催

　印旛健康福祉センターで自殺対策推
進事業の一環として、千葉いのちの電
話と共催し、県民講座を開催します。
と　き…８月４日㈫開場13時
【１部】13時30分～15時30分
【２部】15時30分～16時
ところ…県印旛合同庁舎　２階
内　容…【１部】講座：心に寄り添う
方法～死にたい気持ちをどう理解する
か～　講師：メンタル・レスキューシ
ニアインストラクター、うつクライシ

ス専門カウンセラー　下園壮太氏
【２部】ボランティア相談員募集説明会
定　員…50人
問い合わせ・申し込み…社会福祉法
人千葉いのちの電話　事務局（〒260-
0012　千葉市中央区本町3-1-16）
☎222-4416（月～金９時から17時）
FAX227-6911
Eメール：ll-chiba@chiba-inochi.jp

わが家の愛犬・愛猫
写真コンクール作品募集

応募資格…県内在住
応募作品…応募者が飼育している愛
犬・愛猫の写真（３点まで）に、しつ
けなど適正飼育についてのコメント
（400字原稿用紙１枚以内）を添えて
ください。なお、写真サイズはＬ版と
し、全ての写真の裏面に住所・氏名・
電話番号を記入してください。
※応募作品は返却しません
応募方法・問い合わせ…８月15日㈯
（消印有効）までに郵送〒260-0001
千葉市中央区都町463-3　公益財団法
人�千葉県動物保護管理協会　
☎214-7814　FAX214-7818
※�優秀作品は９月に行われる動物愛護
週間イベント会場に展示・表彰し、
同協会の機関紙に掲載します

【お詫びと訂正】
　本紙7月1日号・19ページ「みんなのひ
ろば」（催し物）のコーナーにおいて、問
い合わせ先の誤りがありました。お詫びの
上、訂正いたします。

（催し物）
　ナイトハイク��～ホタルをみにいこう～
　（四街道市レクリエーション協会）
　連絡先　（正）遠西 ☎422-8158

ちょっと心配電話で相談24時間年中無休無料です番号は「市政だより」１日号に
掲載しています
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　6 月 25 日㈭、総合
公園体育館で久代愛
講師によるエアロビク
スとエクササイズの教
室が開催されました。
　体を動かすことの
楽しさや気持ちよさ
を実感することを目的としたこの教室。準備運動
や簡単なステップなどから始まり、音楽に合わせ
て体を動かします。
　最初は恥ずかしさなどが見え隠れしていた受講
生の皆さんも、しだいに伸び伸びとした動きになっ
ていきます。休憩では、息を整えたり「疲れた」
と話したりしていた皆さんですが、その表情はさ
わやかな笑顔。気持ちよく汗を流していました。
　 体を動かすことは、体も心もリフレッ

シュさせてくれます。夏バテ
なども心配なこの季節。自

分に合った運動を探して
みましょう。

『子育てしながら私も主役』をコンセプトに活動をしている「ままのて」。
半年に一度、手作り大好きなママたちにより開催されるイベント「ままの
てまるしぇ」。３回目を迎えた６月26日㈮の出店数は過去最高の32店となり
ました。おくつろぎスペースで談笑していたママを撮影。会場を訪れてい
るママたちは一つ一つのお店をじっくり堪能し、笑顔で帰って行きました。

　6 月 20 日 ㈯、 千
葉市の QVC マリン
フィールドで、ALL 
for CHIBA デーが開
催されました。
　多くの野球ファン
が集まるこのイベン
トに、よつぼくんも

遊びに行ってきました。目的は、もちろん本市の PR。「千葉ロッテ
マリーンズ四街道後援会」や「四街道プレーパークどんぐりの森」
の皆さんと一緒に、市の魅力をアピールしました。
　普段は里山での遊び方を教えてくれる「どんぐりの森」の皆さん
ですが、この日は昔懐かしのベーゴマを紹介。その素朴な楽しさに、
初めて触る人も夢中になっていました。
　これからも、いろいろな場所で四街道市の PR をしていくので、よ
つぼくんと出会ったときは仲よくしてくださいね。
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市の人口（７月１日現在）今号の表紙

男x45,601人（−11）�����女x45,800人（−8）
計x91,401人（−19）�����世帯数x38,208世帯（＋27）
※外国人を含む住民基本台帳人口�、（���）内は前月比

《うち外国人の人口》 �男x844人��女x640人��計x1,484人（＋5）

よつかいどう
ウォッチ
Let's watch yotsukaido


